
 

 

 

 Ⅲ ふるさとへの誇りの醸成 



越前打刃物保存会による講習会の様子 

 

               
歴史や文化は、地域をつなぎ育ててきた大切な基盤です。先人が残してきた「地域の宝」である文

化財や古くから伝わる伝統文化の価値を明らかにし、共有することで後世へ継承します。これら豊

かな歴史・文化資源を保存・可視化するとともに活用を促進し、地域の活性化やまちづくりにもつな

げていきます。 

（１）誇れる文化資源の保護と未来への継承 

  ① 現状と課題  

地域に残る貴重な文化財については、所有者の高齢化や後継世代での関心の希薄化によ

り、散逸・衰退が危惧されており、継続的な保存や管理が求められています。特に寺院や建造

物、民俗文化財などの分野は調査に一定の期間を要するため、市内全域での把握にむけて

今後も継続的にその調査・整理に努める必要があります。 

市で保管している美術工芸品をはじめ、考古資料、民具などの資料については市内各所に

分散保管しているのが現状で、これらを適正に保存し、活用するためには、資料の再整理と

新たに受入れできる拠点施設の整備が必要です。 

② 方針 

［市内文化財の調査と指定］ 

ア 市内での文化財調査を引き続き行います。文化財的価値に応じて、市の文化財に指

定するほか、特に重要なものは、国や県に文化財への指定を働きかけていきます。 

［伝統工芸関連文化財の指定・保存］ 

イ 伝統工芸関連の技術を継承・保存すると同時に、資料や道具等を文化財に指定し周知

することで、ブランド化を図り、地域の魅力発信にもつなげます。 

［建造物や民俗分野の調査実施］ 

ウ 未調査の建造物や民俗分野について、毎年数件ずつ調査を実施し、文化的価値を明

確にしていくことで、地域の関心を高め、適切な保存と活用につなげていきます。 

［文化財拠点施設の整備と専門人材の確保］ 

エ 市内各所に分散保管されている資料を整理するとともに、文化財の調査・保存・整理・

分類・公開・体験を集約して行うことができる拠点施設と体制の整備に努めます。 

③ 関連する計画 

・市文化財保存活用地域計画 

   ④ 優先的に取り組む事業 

 

 

 

ア  越前国府跡の発掘調査 

イ  大瀧神社建造物調査・屋根改修     

ウ  越前打刃物の文化財指定及び越前指物に関する 

資料や道具等の調査 

エ  社寺や民家等の歴史的建造物や民俗文化財の調査 

１ 歴史・文化資源の保存・公開と活用 
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（２）歴史文化に触れる機会の提供 

  ① 現状と課題  

市民が文化財に触れ、郷土の歴史に愛着や誇りが持てる機会を創出するなど、「地域の

宝」である歴史・文化資源を活用したまちづくりが求められています。 

武生公会堂記念館では、定期的に本市ゆかりの偉人や文化財、歴史文化を紹介する展覧

会を開催するなど、市の魅力を発信し、市民の歴史文化に対する興味・関心の喚起に努めて

いますが、特に若い世代では関心が薄く、来館者の増加につながるような企画の充実を図る

必要があります。 

また、郷土の歴史を後世に伝えるため、市内外に残されている資料の収集、調査を行い、

定期的に『越前市史』資料編を刊行していますが、調査、執筆等を担う人材の確保、育成が必

要です。さらに、市史は本市の歴史をより深く知ることができる資料として、市民に活用される

ことが重要です。 

② 方針 

［伝統文化の継承・発展のための支援］ 

ア 祭礼行事、民俗芸能、伝統工芸などの個性豊かな伝統文化の継承・発展を図るため、

市文化財保存活用地域計画に基づき各団体が実施する事業を支援します。 

［文化財や伝統文化の本質に触れる機会の創出］ 

イ 武生公会堂記念館では、文化財や伝統文化が生み出された背景や意義が伝わるよう

な企画を創出することで郷土の歴史文化への探究につなげます。 

ウ 文化財の修復現場で見学会を開催したり、出前講座で直接出向いて伝統的技術を紹

介したりする機会を設けます。 

［『越前市史』の刊行と活用］ 

エ 郷土の歴史を後世に伝えるため、計画的に『越前市史』を刊行し、えちぜん市民大学

での講座や図書館での企画展示の活用など、郷土に対する理解と愛着を醸成します。 

［文化財調査の成果公開］ 

オ 文化財調査の成果について、説明会や展示、講座等を開催し、広く市民に公開します。

また、公開にあたりデジタル技術の手法も活用します。 

③ 関連する計画 

・市文化財保存活用地域計画 

   ④ 優先的に取り組む事業 

ア  国府発掘調査など、文化財調査結果を踏ま 

えた展示や講座等の実施 

イ  『越前市史』の刊行と市史を活用した各種 

講座等での郷土の歴史紹介 

ウ  ＶＲ（Virtual Reality：仮想現実）など、デジ 

タル技術を活用した調査成果の公開  VR を活用した調査成果の公開 
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芸術文化は、人々に感動や生きる喜びをもたらして人生を豊かにするものであると同時に、社会

全体を活性化する上で大きな力となるものであり、市民の誰もが芸術文化に触れ親しむことができ

る機会を創出していくことで、心豊かで潤いがあるふるさとづくりを推進します。 

（１）誰もが触れ合い参加できる芸術文化活動の創出 

  ① 現状と課題  

「市民総合文化祭」「武生国際音楽祭」「源氏物語アカデミー」など、市民による主体的で多

彩な芸術文化活動が、長年にわたり実施されています。今後も市民の多様な芸術文化が発展

し持続するためには、活動の自立的な運営を促すとともに、財政支援を行う必要があります。 

また、誰もが身近に芸術文化を感じることができるよう、個人や小さな活動団体への発表

の場の提供や新たに芸術活動を行おうとしている新人芸術家への支援も必要です。  

アンケートによると、芸術文化を鑑賞したり活動したりすることが必要と思う反面、自ら活動

しようとは思わない人が多い現状が見られました。芸術文化に触れるきっかけを提供すること

で、芸術文化活動に興味を持つ人を増やしていくとともに、気軽に楽しむことができる環境を

作っていく必要があります。 

② 方針 

［芸術文化活動への支援］ 

ア 芸術文化は、地域への愛着を深め、次世代のために継承すべき文化的価値がありま

す。市民の多様な芸術文化の継続・発展を促し、地域の文化的な活力を高めていくた

めに事業補助など公的支援を行います。 

［活動の場、発表の場の提供］ 

イ 性別、年齢、障がいの有無や国籍等にかかわらず、誰もが本物の芸術文化に直接触れ

たり、創造活動に参加したりすることにより、多くの感動体験から豊かな感受性が育ま

れるよう、市文化協議会や市文化振興・施設管理事業団等と連携し、各種イベントを企

画・開催することで、幅広い世代に芸術文化活動の体験や発表ができる場を提供しま

す。 

［芸術文化活動の情報発信］ 

ウ 芸術文化活動の情報をＳＮＳなどを活用し、発信することで「文化の都 越前市」のイメ

ージアップを図ります。 

  ➂ 優先的に取り組む事業 

ア  市民による主体的な芸術活動に対する継続支援 

イ  小さな活動団体の活動の場や発表の場を提供 

ウ  新進芸術家のマスコミ等への広報支援 

２ 豊かな心を育む芸術文化活動 

市民総合文化祭 
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● 市民アンケートの結果（９） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

年齢無回答

全体

1.非常に必要 2.必要 3.それほど必要でない

4.必要でない 5.分からない 無回答

54

110

132

153

121

147

18

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

１．指導者がいない

２．一緒に活動する仲間がいない

３．費用がかかる

４．忙しくて時間がない

５．やろうと思わない、関心がない

６．特に困っていない

７．その他

Ｑ．あなたは芸術文化を鑑賞したり、活動したりすることが必要だと 

思いますか。 

Ｑ．あなたが芸術文化活動をする際に困る（困った）ことは何ですか？ 

（３つまでの複数回答） 

（人） 

芸術文化に関する市民意識調査［１６歳以上の市民］（Ｒ６実施） 

※対象 無作為に抽出した１６歳以上の市民 2,000 人（回答率：30.6%） 
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（２）魅力ある文化・芸術鑑賞機会の充実 

  ① 現状と課題  

文化三館（文化センター、いまだて芸術館、ふるさとギャラリー叔羅）では、同一指定管理者に

よる運営という利点を生かした効率的な自主文化事業を開催し、芸術鑑賞機会の提供に努

めていますが、芸術・文化事業の質を確保しつつも、収益性において一定の入場者数を確保

することが課題となっています。 

武生公会堂記念館では、郷土の歴史・文化や芸術の鑑賞の機会を提供していますが、多岐

にわたる質の高い展示に対応するため、専任の学芸員の配置・育成が課題となっています。 

また、令和４年度の博物館法の改正により、博物館が文化観光、まちづくりなど、社会的・地

域的課題と向き合うための場として位置付けられたことから、望ましい博物館像に向けて武

生公会堂記念館の今後のあり方を検討する必要があります。 

② 方針 

［市文化施設の利活用の促進］ 

ア 文化三館を芸術文化活動の拠点とし、施設の機能充実や適正な維持管理、鑑賞機会

を充実させた施設運営に努め、利活用を促進します。 

［学校と連携した団体鑑賞機会の充実］ 

イ 武生公会堂記念館では、本市ゆかりの偉人や郷土の歴史文化などを深く掘り起こすな

ど、質の高い魅力ある展示を行います。 

ウ 市内文化施設においては、小・中学校等と連携して子どもたちが本物の芸術文化に触

れ、日頃味わえない感動や刺激を直接体験することによって、豊かな人間性と創造性

を育むことにつながるよう、団体鑑賞機会の充実を図ります。 

［芸術文化事業の情報発信］ 

エ 市民ニーズや社会情勢に応じた多様な媒体を活用し、市内各文化施設で開催される

芸術文化事業の情報を広く発信します。 

［新たなファンの獲得］ 

オ 芸術文化を鑑賞した人（ファン）にＳＮＳを通じ市内文化施設で開催されているイベント

の魅力を拡散してもらえるよう働きかけることで、新たなファンの獲得を目指します。 

［芸術文化を体験できる機会の提供］ 

カ 施設入所者等、普段、本物の芸術に接する機会の少ない人に芸術文化の楽しさや喜び

を伝え、地域交流の活性化を図るため、施設に直接出向き、芸術文化を体験できる機

会を提供します（音楽アウトリーチ活動（※用語解説）など）。 

  ➂ 優先的に取り組む事業 

ア  新たな分野・視点で芸術文化を鑑賞する機会の創出 

イ  スタンプラリーなど文化三館が連動した自主文化事業の展開 

ウ  市公式ＬＩＮＥやＸ、放送媒体など、多様な情報ツールを活用した催事情報の発信強化 

エ  博物館法の改正を踏まえた武生公会堂記念館の運営方針の検討 
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１．音楽（吹奏楽・クラシック・ポピュラー音楽など）

２．美術（絵画・写真・陶芸など）

３．演劇（演劇・ミュージカル・人形劇など）

４．踊り（日本舞踊・バレエ・ダンスなど）

５．伝統芸能（歌舞伎、能など）

６．演芸（落語、漫才など）

７．地域の伝統的な芸能や祭り

８．生活文化（茶道、華道、書道など）

９．文学（詩、俳句など）

10. 伝統的な職人の技術（打刃物、紙すきなど）

11．特にない

12．その他

● 市民アンケートの結果（10） 

Ｑ.この１年くらいの間に、学校以外の場で、自分自身で作品をつくっ 

たり、習ったりなど、活動した分野は何ですか。（複数回答） 

 

142 129
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82

15 12
42
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43 57

537

82
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（人）

 1  2  3  4   5   6  7   8  9  10 11 12 

越前市の教育に関するアンケート［児童・生徒］（Ｒ６実施） 

※対象 市内全小学校の６年生及び全中学校の３年生 
1,372 人（回答率：74.0%） 
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（３）次世代へつなぐ人材の育成 

  ① 現状と課題  

本市において培われてきた芸術文化活動の成果は次世代に継承し、発展させることが重

要ですが、芸術文化活動団体を構成するメンバーの固定化や高齢化が進んでおり、芸術文

化の振興を支える人材を確保し、育成していく方策を多面的に検討する必要があります。 

また、SNS の発展など、社会状況の変化に伴い、芸術文化の楽しみ方が変化しており、子

どもたちが、本物の芸術文化に触れる機会が少なくなっています。学校における子どもたちの

芸術文化の体験活動も減少していることに加え、アンケートからも、子どもが学校以外でも芸

術文化に触れる機会がないと回答しています。 

幼少期から本物の芸術文化に慣れ親しむことは、豊かな感受性、表現力を育む上で大きな

効果があると考えられます。芸術文化の担い手を育成する意味でも、芸術文化に親しむ機会

を増やしていくことが重要です。さらに、指導者や活動場所などを確保することも必要です。 

② 方針 

［文化事業の支援と人材育成］ 

ア 市民の意欲的な創作活動や市民主体の芸術文化事業などを後援し、事業補助制度に

基づく支援を行うとともに、芸術文化団体の育成を図るため、全国大会などの出場者

にも支援を行います。 

イ 武生公会堂記念館企画公募展やまちなかコンサートなどで発表の場を提供することに

より、芸術文化活動の新たな人材を掘り起こします。 

ウ 市文化協議会と連携し、子どもの頃から伝統文化や生活文化等を継続的に体験・修

得できる機会を提供し伝統文化を尊重する心の育成を図ります。 

［芸術文化活動の担い手の拡大とコーディネーターの育成］ 

エ 市民の芸術文化活動の担い手の底辺拡大に加え、担い手同士が互いに助け合い活動

を継続するために、市民ニーズに応じた多様な情報の収集・提供ができるコーディネー

ターの存在が重要であり、その育成に努めます。 

［学校と連携した芸術文化教育の充実］ 

オ 小中学校と連携して、子どもたちに本物の優れた芸術文化・伝統芸能等に触れる機会

を提供することで、豊かな心を育み、将来の芸術文化の担い手を育成します。 

カ 学校における芸術文化教育の内容を把握し調整を図りながら、更なる充実・改善方策

について検討します。 

キ 地域クラブ活動への移行が進む中で、芸術文化部門の新たな環境構築を検討します。 

  ➂ 優先的に取り組む事業 

ア  芸術文化団体や個人の新たな交流や活動のサポートやコーディネート 

イ  子どもや若年層を対象とした、体験・参加型ワークショップの開催 

ウ  子どもたちが本物の優れた芸術文化に触れることができる鑑賞・体験機会の創出 

エ  新たな芸術文化活動環境の構築（「地域クラブ活動」に係る体制の整備） 

オ  新進芸術家に対する発表の場の提供 
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